
 

 

 

 

平成 28年 5月 

関係者各位 

平成 23年 7月の放射性セシウム汚染稲わら給与牛による風評被害発生を契機として、行政 

が行なっている検査および、全国レベルで牛全頭を対象とした「放射性セシウム自主検査」

が実施されてきたところですが、5年が経過し近年は、基準値を超える牛肉の検出が見られて

いません。 

こうした実態を踏まえ、全国の牛肉の生産・流通関係団体が集まり協議した結果、行政

が行なっている検査以外の自主検査について、関係者の理解を得つつ終了とする方向が、妥

当との結論に至りました。 

ついては、本年 6月 1日を皮切りに自主検査終了に着手し、出荷県における検査体制等の 

事情を踏まえつつ、平成 28年度内を目途に自主検査を終了することを申し合わせました。 

関係先におかれては、是非ともご理解ご協力賜りますことをお願い申し上げます。 

 

終了開始時期及び対象検査 

（１）検査終了開始時期 : 平成２８年６月１日から 

 （２）終了する検査 : 全国でと畜解体・加工される牛肉全頭を
対象にした放射性セシウム自主検査 

 
 

【終 了 理 由】 

（1） 必要な検査は、行政が行っていること。 

（2） 平成 23 年以降、各都道府県、食肉関係団体、企業で牛肉の放射性セシウム検査を 

行ってきていますが、平成 25年度以降基準値（100Bq/kg）を超えるものはなくなっ

たこと。 

（3） 放射性セシウムに汚染された牛肉が生産されることがないよう、飼養管理が徹底され

ていること。 
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牛肉を対象とした 

放射性セシウム自主検査の見直しについて(団体申し合わせ) 


